
■山形大学最上川学推進センター（清川小学校09年度より空校舎）

（NPO法人里の自然文化共育研究所清川本部事務局）

●飛島 漁協女性部法木支部

●
三瀬つるおかユースホステル
（NPO里の自然文化共育研究所 南庄内支局）

●
松ヶ岡ネット

●中野俣を元気にする会
（NPO里の自然文化共育研究所北庄内支局）

●角川里の自然環境学校
(NPO里の自然文化共育研究所西最上支局）

●田茂沢道草ぶんこう
(NPO里の自然文化共育研究所北最上支局）
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最上川学運営エリア構想イメージ（連携NPO・地域活動団体位置図）

青：山形大学関係機関
赤：地域活動団体
黄：中間支援NPO

山形大学エリアキャンパスもがみ

山形大学農学部
■

各地域活動団体や中間支援NPOと連携協働しながら最上川学の運営と活動を進めていきます。



森
里山保全活動
知恵・技術の伝承、
森林環境教育を展開











鶴岡市松ヶ岡はじめとして
庄内最上地方12か所で
地元学活動を展開

里







地元の川漁師と生き物調べ

水質調査

最上峡をカヌーで探検

川面から最上峡の川と森林観察

川～最上峡を中心とする川漁文化伝承と観察会・保全活動
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山村の住民と海辺の
住民が食文化交流会
を実施

海辺の地元学を
実施！

海～海辺の集落の地元学と自然文化交流～
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山形新聞
記事より



 (1)活動コンセプトの保持と担い手育成の課題

・地域の住民リーダー力の重要性‐多様な事業展開の中での基本思想維
持の困難さ‐

・地域内の若者のみではなく同時にかかわる外部の若者の受け入れや
養成が大切

 (2)阻害要因としての行政施策

・地域に寄り添わない行政施策の導入が地域団体解体のきっかけへ

・小規模自治体における行政職員によるポジションへのこだわりがも
たらす弊害

 (3)実際の事例から：角川里の自然環境学校の解散と行政主導

・活動が完成する直前段階における配慮と注意の必要性

・収益性のある取り組みへの一般住民の関心と活動の特化‐利益率を優
先することによる外部との相互扶助関係から離脱‐

・行政職員の思惑と圧力、地域出自の議員のチェック機能‐縦割り構造
の弊害と通底‐



収益的プログラムへの特化のはじまり
・多様な住民の参加や持続可能な収益性の確保が見込まれる中で、活
動動機が不純なものとして発展。住民間の合意形成過程に不協和音
が発生

競合する行政施策の出現
・行政が主導的に参画するフレームの競合施策が出現

（「窓口業務を産業振興課に移管してほしい」）

行政職員・議員のポジション確保の思惑
（地域出自の職員・議員の役割を保持しようとするメカニズム）

※地域・団体の漸進的発展過程においては、外部から運営
システムの脆弱さに付け入る隙が発生する。活動を拡充
させながらいかにわきを固めるかということは今もって
課題。



 (1)活動思想と基盤がしっかりしたコンパクトで機動性
あるネットワーク型ＮＰＯの育成（行政の傀儡ではない
組織形成）

・地域内の協働連携の仕組み作り、地域外との協働連携の
仕組み作り

・各地域の活動目的に寄り添った多様なネットワーク運用
のコーディネート機能

 (2)これからのコミュニティのあり方‐ＮＰＯとコミュニ
ティの相乗的活性化‐

・伝統的住民だけではない、コミュニティにかかわる外部
者も含みこんだ当事者重視のコミュニティという発想

・モノや豊かな暮らしを生み出すコミュニティとコーディ
ネート機能を持つＮＰＯ育成



調べて

まとめて

発表!!

地図を作って

取り組みの新たな再生を目指して・・・



・地域の人たちから聞き書きを行い、その特徴を
知ることが出来た。地域の人に溶け込む方法が分
かった。

・小学生や地域の人たちと一緒に川で水辺調査を行っ
た様々な生き物を見つけられたと共に、子どもたちと
も触れ合う中で、地域に入っていく一つの方法なので
はないかと感じた。



最上川流域12団体によるネットワーキング～20団体・1万人の流域環境活動の創出を目指

す～

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

鳥海山▲

月山▲

▲
三瀬の里地域づくり研究
会
(つるおかユースホステ
ル)

若鮎交流塾

みつざわ里の資源研究
所

田茂沢道草ぶんこ
う

中野俣を元気にする
会

立谷沢川流域振興
プロジェクト協議
会

NPO法人
里の自然文化共育研究所

致道博物館

松ヶ岡ネッ
ト 里の研究所角川支局

飛島漁協女性部法木支部

羽黒古道を守る会

●

最上川舟下り
いかだ下り

森活動：茶 里活動：緑 川活動：青 海活動：黄 歴史文化：紫 中間支
援団体＝赤

宮沢翁塾

●

関川しな織共同組
合

●

掲載範囲

木の俣
自治会

●



NPO里の自然文化共育研究所 2010年 活動位置図
～多彩な集落特性を生かしたネットワーク活動の構築を目指して～

●飛島漁協法木支部

●プロジェクト外山

●中野俣を元気にする会

●立谷沢流域プロジェクト

●里の研究所柏沢拠点里の研究所清川拠点●

●関川しな織共同組合

●松ヶ岡ネット
●つるおかユースホステル

●角川里の自然環境学校

●都岐沙羅パートナーズセンター（新潟県）

●若鮎交流塾

●みつざわ
里の資源研究所

●宮沢翁塾

木村造舟所●

●田茂沢道草ぶんこう

隣県とのツーリズ
ム・産品・地域団体
交流プログラム連携

工芸品と学習ツーリ
ズム、里山保全

農村史跡を生かしたガイドツ
アーと農業体験・産物販売

林業・農業・漁業者と連携
した体験ツアーと保全活動

伝統舟の再現と再活用

島の生業と物々交換を軸と
した連携協働活動

庄内の里山と清流を生かした
郷土料理プロジェクトと体験保全活動

里山活動を軸にした集落作り

里山の体験や創作活動を軸にし
た教育プロジェクト

小国川や村の文化を
生かした体験交流

馬と温泉と農業をつ
ないだ地域づくり

地元学から新たな村の
産品とサービス作り

山村体験ツーリズムと産
品開発販売

流域連携コーディネート、モデ
ルエリア・プログラム作り

掲載エリ
ア



農山漁村の新たな再創造を夢みて・・・




